
 

             

令和５年１２月１８日 

北 海 道 開 発 局 

 

 

インフラＤＸ・i-Constructionシンポジウムを開催します!! 

～ 踏み出そう はじめの一歩を ～ 

 

 

 
 

建設業の役割は、地域の産業・暮らしや生産空間の維持等に不可欠なインフラ整備のみならず、

激甚化・頻発化する災害への対応等を担う点において極めて重要です。しかしながら、北海道の建

設業は、担い手不足が喫緊の課題となっていることから、北海道開発局では、働き方改革や建設業

の生産性向上のために、インフラＤＸ・i-Constructionの取組を推進しています。 

 今回実施するシンポジウムでは、北海道大学の高野教授をコーディネーターとしてお招きし、各

パネラーの皆様からの取組事例紹介、コーディネーターとパネラーによる対話形式での意見交換を

行います。 

 

記 

１． 日  時 令和６年１月１０日（水） １５：３０～１７：１０ 

２． 開催方法 Ｗｅｂによるオンライン方式（配信場所 札幌第１合同庁舎 １０階会議室） 

３． 開催内容 別紙による 

４． 取  材 配信場所での取材を希望される報道関係者の方は、１２月２７日（水）１７時まで 

に、会社名・氏名・連絡先を以下アドレス宛てに登録をお願いいたします。 

【登録先】hkd-ky-icon_supp@gxb.mlit.go.jp 

 

 

 

 

 

北海道開発局では、インフラＤＸ・i-Construction の更なる推進のため、「令和５年度 北

海道開発局 インフラＤＸ・i-Constructionシンポジウム」を下記のとおり開催します。 

【問合せ先】 国土交通省 北海道開発局 電話（代表）011-709-2311 

        事業振興部 技術管理課 技術管理企画官 伊藤 学（内線 5483） 

      技術調査専門官 髙谷 誉将（内線 5654） 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 



別紙

北海道開発局では、働き方改革や建設業の生産性向上のため、インフラDX・
i-Constructionの取組を推進しています。
今回のシンポジウムがこれからインフラDX・i-Constructionに取り組む企業への参考と
なる事を期待しています。

令和６年１月1０日（水） １５：３０～１７：１０
【会場】
Web開催（teamsにて配信）
（WEB開場１５:００予定）
※参加URLについては当日、以下HPで公開します。
https://www.hkd.mlit.go.jp/ky/jg/gijyutu/splaat000001v673.html

・参加無料
・定員1000名
・事前申込不要

◆主催者挨拶 １５：３０～１５：３５

◆事例発表 １５：３５～１６：３５

北海道開発局 事業振興部長 井上 勝伸

北海道開発局 事業振興部 技術管理課長 財津 知亨

◆コーディネーターとパネラーによる意見交換 １６：３５～１７：０５

◇ICTを活用した働き方の多様化「遠隔操縦施工への挑戦」
植村建設(株) ICT事業部 常務取締役 山本 雅 氏

◇当社の現場におけるICTの活用
東海建設(株) 土木部 現場支援室主任 中里 聡 氏

◇ICT技術の活用と設計変更への対応
(株)手塚組 工事部 安全､ICT推進室長 村上 馨 氏

◇「情報化施工」から「インフラＤＸ」へ
(株)平田建設 土木部 土木課長 平岡 亮介 氏

【コーディネーター】
北海道大学 工学研究院土木工学部門 社会資本計画学研究室 教授 高野 伸栄 氏

Web開催

【パネラー】

◆閉会挨拶 １７：０５～１７：１０


